(3)　就労支援部会（作業部会）の事業報告（現状と課題）

ア　就労支援部会（作業部会）の運営
　　就労支援部会として課題解決に向けた検討・協議を進めるため、就労支援作業部会を設置。課題に応じてチームを構成し、具体的な解決策を検討している。

イ　みよし市の障がい者就労支援の課題（報告済み）

　平成２１年度からの就労支援部会準備会で見えてきた課題を整理し、それらの定義を就労支援部会参加機関で共有した（以下９点）。

　　① 就労支援知識のある相談員の確保　　　　② 相談支援窓口の周知
③ 就労移行支援事業所を増やす　　　　　　④ ハローワークとの連携の必要性

⑤ ジョブコーチの確保　　　　　　　　　　⑥ 職場開拓員の確保

⑦ 障がい者就労の啓発活動　　　　　　　　⑧ 障がい者雇用の実態把握

⑨ 就労を希望する人の実態把握（アンケートなど）

これらの課題はすぐに解決するものではなく、長期的な視点で解決に向けて考えていかなければならない。
ウ　就労支援の課題解決に向けた取り組み

(ｱ)　みよし市障がい者就労支援員養成事業

前述の課題①、⑤、⑥に対応する事業として、昨年度より開始。就労支援部会参加機関が『西三河北部障がい者就業・生活支援センター（以下、「就業センター」。）』の就労支援に同行させてもらい、就労支援スタッフの資質向上を図る。

その他、「相談支援事業啓発用ＤＶＤ」を作成の中で『就業センター』の支援に同行し、企業との関係のとり方を学ばせてもらった
【成果と課題】
　ジョブコーチ支援の同行については、今後は自立支援協議会として実施（依頼）するのではなく、市内就労支援系事業所から必要に応じて依頼することとなっている。職場開拓については実施できておらず、今後、方法を検討。
(ｲ)　障がい者就労相談日

　　　前述の課題①、②、⑨に対応する事業として、昨年度より実施。今年度からは市役所西館１階の相談室に場所を移し、毎月第三木曜日の午後１時３０分から４時３０分まで、『就業センター』主任就労支援担当とわらび福祉園相談支援専門員が対応している。
【実績】（平成２３年５月から平成２４年２月まで）
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【成果と課題】
　就労相談日については、福祉課窓口に相談に来た方をつなぐことが大半であり、月に１件ペース。内容についても、その場で助言して様子を見守るものが多い。直接、支援につながるわけではないが、相談に来て方向性が見え、安心していただけている様子。しかし、企業からの相談はなく、今後周知する必要がある。
　　(ｳ)　特別支援学校高等部生徒相談事業

　　　前述の課題②、⑨に対応する事業として、１２月１６日（金）に相談面接会を開催。特別支援学校高等部２年生生徒の保護者１名が参加し、市委託相談支援事業所相談支援専門員が対応した。

　　【成果と課題】
　　　今回、参加した１名の保護者（と生徒）は、市内の福祉的就労事業所を希望しており、定期的にサービス利用している。就職先の第一条件として、自力で通える場所を選んでいた。今後、就労支援を行う上で、公共交通機関の問題も出てくるかもしれない。
(ｴ)　アンケートの実施

前述の課題⑦、⑧に対し、実態把握の方法の一つとして、企業へのアンケート調査を行うこととなった。対象はみよし市工業経済会、みよし商工会に加入している事業所。みよし市工業経済会、みよし商工会の協力をいただけるよう依頼し、その中で障がい者雇用の啓発も行っていく。回答があったところに対しては訪問させていただくなどの対応をし、顔の見える関係を構築することも必要である。

　【イメージ】
　　　

　　　　　　　　⇒　　　　　　　　　⇒　　　　　⇒　　　　　　　　⇒


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答事業所に訪問…など

　　　　アンケートの回答については事務局で取りまとめ（集計）。就労支援作業部会で課題やニーズを集約する。

　　【成果と課題】
　　　アンケートを回収し取りまとめた後、みよし市工業経済会事務局長と意見交換。事業所へのアプローチなど今後の進め方についてご助言をいただき、工業経済会と商工会の会長の事業所に結果報告を兼ねてごあいさつに伺った。また、４月の工業経済会の役員会に参加し、就労支援部会のＰＲを行わせていただけることとなる。職場開拓についても、今後、このアンケート結果を基に取り組んでいけるとよい。

(ｵ)　特別支援学校と市内学校特別支援学級の進路指導の状況
前述の課題⑨に対し、特別支援学校と市内中学校特別支援学級の進路指導のスケジュールについて、担当教諭と意見交換。学校側の進路指導に合わせて、就労支援部会として取り組めることを探った。

　　【成果と課題】
特別支援学校については、情報交換も頻繁に行え、支援がつながっている。しかし、市内中学校から高校や専門学校に進学するとなると、状況把握が困難になり、支援が途切れることがほとんどである。幼児期や学齢期などに、療育の一環として本人や保護者が困ったときは相談することを身につけておくべきであるとの意見も出され、今後、その方法についての検討が必要。また、豊田高等養護学校との意見交換も実施予定。
　エ　今後の部会運営と方向性
　これまでの取り組みによって、就労支援の周知・啓発、職場開拓と課題が明確になりつつあり、スピード感が求められている。よって、事務局と助言機関を中心に、検討チームでの動きをベースに、作業部会では方向性の検討、部会では情報の共有や全体会への報告のまとめを行うこととする。
【イメージ】
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